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吉舎町　人ロの動き
人口：4．456人（－11人先月比）

男：2．049人　女：2．407人

位指数：1．843世帯（平成23年11月1日現在）

「．

（
小
早
川
　
敦
子
）

申
四
字
自
治
振
興
会
で
は
、
1
0
月
1
6
日
　
（
日
）

朝
8
時
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
を
、
バ
ス
に

乗
っ
て
4
4
名
の
皆
さ
ん
が
、
し
ま
な
み
街
道
に
向
け

て
出
発
さ
れ
ま
し
た
。
瀬
戸
内
の
海
が
見
え
始
め
る

と
大
歓
声
、
山
育
ち
の
私
に
と
っ
て
は
、
海
は
生
ま

れ
る
前
の
ふ
る
さ
と
、
母
の
お
腹
の
中
と
同
じ
思
い

が
し
て
懐
か
し
く
幸
せ
を
感
じ
ま
す
。

瀬
戸
田
P
A
に
て
休
憩
の
後
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
開

始
、
約
－
時
間
を
掛
け
て
多
々
羅
大
橋
経
由
大
三
島

し
ま
な
み
公
園
ま
で
の
約
4
キ
ロ
を
歩
く
申
、
大
橋

の
上
は
風
が
強
く
声
を
掛
け
合
っ
て
帽
子
を
抑
え
な

が
ら
歩
き
ま
し
た
。

吉
舎
自
治
振
興
会
で
は
、
1
0
月
2
日
（
日
）
第

2
回
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
を
行
い
ま
し
た
。

当
日
は
、
う
す
雲
で
暑
く
も
無
く
寒
く
も
無
い
、

絶
好
の
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
の
申
、
2
7
名
の
参
加
を
頂

き
ま
し
た
。

平
山
審
判
長
よ
り
ル
ー
ル
説
明
が
あ
り
、
一
斉
に

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
昨
年
植
え
付
け
し
た
芝
生
を

前
日
に
吉
舎
公
園
部
の
方
々
に
刈
り
込
ん
で
い
た
だ

き
大
変
良
い
状
態
で
気
持
ち
よ
く
プ
レ
ー
す
る
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。
各
常
会
で
グ
ル
ー
プ
を
組
ん
で
来

ら
れ
た
組
も
あ
り
、
8
ホ
ー
ル
を
2
回
廻
り
ま
し
た

が
、
今
ま
で
に
は
無
か
っ
た
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
が
6

名
も
出
て
入
っ
た
時
は
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

優
勝
は
今
回
も
二
井
見
さ
ん
で
し
た
。
来
年
は
、

他
の
方
に
も
頑
張
っ
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

次
回
か
ら
は
、
女
性
〃
子
ど
も
さ
ん
に
も
賞
品
が

出
せ
る
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
近
所
の
方
々
を
誘
い
合
っ
て
参
加
し
て
下
さ

い。
ご
協
力
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

優
　
勝
　
　
二
井
見
　
昭
秀

準
優
勝
　
　
井
上
　
吾
郎

3

　

位

　

　

井

上

　

巧

（
殿
納
　
勝
文
）

円

－

占



まるごときんさい　第32号　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成23年11月10日

．菖 ／点 け 

ざ＿，銀 �11露∴　め ��一　・J �■「 

待 �箪ト一斗 � � 

礼、言 ∴ヽ ヽ言 i 

一＼二 品 ’〕；－J �”こし∴十 

｝ ！、一 十・、∴「 � �古 事 †：、 

腔 ，l ∴“ ヽ： －．＿一一十． ）Li �i（－i ‘蕊i持出 �←9、 　■′ ：∵ ：了 ＼ 

尽 く ���農．∵÷宅言 

i＿．＿云 ����∴千　．．∴∵ ） �toし「∴ ◆！ 

こ：肇＿ 

一一一イ　　　　　　　　　　　　▼出 

1－－哲人人 質言 い∴∴∴：∴ ��‾蔽言 

’原子∴∴ 整家烹窪 

上 � 

：一・二一一一、－∴∴、一己、、一品二m∴∴∴　　　　　　∴∴∴∴∴∴∴∴∴∴∴enト∴∴∴ 日．　これからの季節におすすめの体操 ����＼：∴ 

翌日1爺麗子髄ラジオ儒蟻 ���� 

；使っているようで実は1／4 ���� 

私だ �ちの体には、約200の骨、約400の筋肉があるといわれていますが、． 

；日常的に �使われている訪肉は約4分の1です。寒くなるとさら ��に使わない筋肉が � 
：増えてきます。 ���� 

使っていない筋肉が増えると血流がいかない→冷えたり凝ったりの　上● ����覿 ↑∴ 霞 

）／雌辿韮空也→体が動きにくい・転倒しやすい　　　　　　置紬 

眠った筋肉を醜めさせよう日介護予防ラジオ体操家で・職場でふ了‖ 寒くなってくると、動くのかおっくうになりがちです。 

こどもから高齢者の方までみんなで、介護予防ラジオ体操で体の眠った筋肉を 

目覚めさせよう！ 

そこ �で介護予防ラジオ体操。 

音楽はラジオ体操の曲。通常のラジオ体操と違うのは体を動かす速さです。 

1／2のラジオ体操とも害われ、ゆっくりとした動きが特徴。 

◎ケー �ポイント：呼吸を意識する ��、、，亡母一 時間i 

重心移動を意繊 ���」 閏 上 ii i 

気持ちのよい動きをこころかける 

※時間は釣3分です。電機を集中させよう 

ルテレビに加入されている万へ　　i書　目I 

毎日放映中。1日2回チャンスがあります。1月一会115：00－118：25－1 

デジタル111チャンネル！土一・日1 ���9：25－118：25－1 

◎介護予防ラジオ体操を行いたいというグループの方へ 

出前講座で保健師が指導を行いますので、ご連絡ください。 ����上 

連絡先：吉舎支所　総合調整係　魯43－3111 

2

※
冬
虫
夏
草
（
と
う
ち
ゆ
う
か
そ
う
）

昆
虫
や
ク
モ
な
ど
の
体
か
ら
き
の
こ
が
生
え

て
い
る
さ
ま
を
指
す
。
き
の
こ
の
宙

が
、
生
き
た
昆
虫
に
と
り
つ
い
て
体

内
に
入
り
込
む
。
菌
糸
が
昆
虫
体
内

の
隅
々
ま
で
は
び
こ
り
、
昆
虫
を
殺

し
た
後
で
表
皮
を
破
っ
て
き
の
こ
が

生
え
て
く
る
の
で
あ
る
。

1
0
月
2
3
日
　
（
日
）
、
安
田
自
治
振
興
会

た
の
し
み
隊
の
主
管
で
「
安
田
ふ
れ
あ
い

秋
の
集
い
」
を
開
催
し
、
約
三
百
名
の
方

が
ご
参
加
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

展
示
部
門
で
は
、
尾
道
市
立
高
須
小
学
校

4
年
生
、
「
キ
ノ
コ
博
士
」
と
し
て
有
名

な
吉
武
　
（
よ
し
た
け
）
　
君
1
0
歳
を
招
い

て
、
「
冬
虫
夏
草
（
と
う
ち
ゆ
う
か
そ

う
）
　
」
を
紹
介
し
て
も
ら
う
予
定
で
し
た

が
、
吉
武
君
の
都
合
が
悪
く
、
展
示
の
み

と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は

観
る
人
の
興
味
を
そ
そ
っ
て
お
り
ま
し

た
。
安
田
保
育
所
〃
安
田
小
学
校
の
子
ど

も
遠
の
作
品
、
ふ
れ
あ
い
教
室
や
安
田
地

域
の
み
な
さ
ん
の
芸
術
作
品
を
展
示
し
、

「
安
田
の
芸
術
家
」
の
素
晴
ら
し
さ
に
触

れ
て
、
み
な
さ
ん
感
動
し
て
お
ら
れ
ま
し

た。

ま
た
、
今
年
新
た
に
発
足
し
た
「
安
田
写

真
ク
ラ
ブ
」
に
よ
る
「
ふ
る
さ
と
安
田
」

と
超
し
た
第
一
回
安
田
地
区
写
真
コ
ン
テ

ス
ト
を
併
せ
て
催
し
、
応
募
者
目
名
の
中

か
ら
、
秋
の
集
い
参
加
者
の
み
な
さ
ん
の

投
票
に
よ
り
、
金
賞
（
題
名
「
盛
夏
」
）

平
田
善
子
さ
ん
、
銀
賞
（
題
名
「
休
憩

中
」
）
　
山
中
真
澄
さ
ん
、
銅
賞
　
（
題
名

「
昔
よ
く
食
べ
た
で
し
ょ
う
！
」
）
竹
下

孝
子
さ
ん
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

2
0
0
7
年
以
来
久
し
ぶ
り
の
開
催
と
な

り
ま
し
た
『
ゲ
タ
飛
ば
し
大
会
』
は
、
幼

児
の
部
　
白
附
青
空
さ
ん
、
小
学
生
の
都

久
保
田
畢
生
さ
ん
、
一
般
女
子
の
部
　
定

本
ジ
エ
ニ
フ
ァ
ー
さ
ん
、
一
般
男
子
の
都

今
井
和
彦
さ
ん
が
そ
れ
ぞ
れ
優
勝
さ
れ
、

『
紙
ヒ
コ
ー
キ
飛
ば
し
大
会
』
は
、
優
勝

山
中
将
平
さ
ん
、
第
二
位
　
山
中
雄
寅
さ

ん
、
第
三
位
　
加
藤
千
明
さ
ん
、
ま
た
、

『
ス
ポ
ー
ツ
吹
矢
競
技
大
会
』
は
、
優
勝

山
中
将
平
さ
ん
、
第
一
一
位
　
森
脇
　
悟
さ

ん
、
第
三
位
　
篠
原
　
薫
さ
ん
で
し
た
。

安
田
小
学
校
P
T
A
に
よ
る
　
「
フ
リ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
」
も
大
盛
況
で
「
安
田
小
学

校
ダ
ル
マ
ラ
ン
ド
」
で
収
穫
し
た
も
ち
米

「
ダ
ル
マ
ラ
ン
ド
米
」
も
売
れ
行
き
好
評

で
し
た
。

『
グ
ー
ゲ
ル
ア
ー
ス
』
・
『
福
ま
き
』
・

『
ふ
る
ま
い
イ
ノ
シ
シ
汁
』
、
そ
し
て
む

つ
み
会
さ
ん
に
よ
る
恒
例
の
バ
ザ
ー
等
、

『
安
田
の
秋
』
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
ま
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吉舎歴史民俗資料館・実績館あーとあい・ききの

日時職責を募集しています。

○募集入賞1名
○勤務日数等1週間に2日程度

午前8時30分～午後5時15分まで

○期　　　間　平成24年4月1日から1年間

（1年ごとの更新）

○某務内容　吉舎歴史民俗質料飽、美術館
あーとあい・ききの運営に関する業務。

○申し込み・問い合わせ先

平成23年12月15日までに、履歴書を

下記あてご提出ください。

費縄簾あーとあい・ささ
（吉舎町吉舎546－1日1的24－43－2231）

3

を
通
し
て
地
域
の

発
展
に
結
び
付
け

た
い
と
考
え
て
い

ご
来
場
の
皆
様
、

お
世
話
に
な
り
ま

し
た
皆
様
に
、
庫

く
お
礼
を
申
し
上

げ
ま
す
と
と
も

に
、
今
後
と
も
よ

ろ
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

東
日
本
大
震
災

支
援
活
動
の
取
り

組
み
に
ご
理
解
ご

協
力
を
賜
り
誠
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
リ
サ

イ
ク
ル
シ
ョ
ッ
プ

の
売
り
上
げ
は
義
援
金
と
し
て
後
日
送
金
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

（
松
浦
　
正
法
）

吉
舎
自
治
振
興
会
で
は
、
1
0
月
1
6
日

（
目
）
　
「
第
8
回
ふ
れ
あ
い
巴
ま
つ
り
」

を
開
催
し
ま
し
た
。
錦
秋
の
晴
天
の
下
に
、

多
く
の
出
展
や
展
示
品
の
ご
協
力
を
賜
り
例

年
以
上
の
販
売
品
や
文
化
芸
術
作
品
を
展
示

し
て
頂
き
、
舞
台
演
芸
も
多
彩
な
出
し
物
を

ご
披
露
い
た
だ
く
な
ど
、
ま
っ
り
を
盛
り
上

げ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
お
か
げ
さ
ま
で
地

域
内
外
か
ら
多
く
の
ご
来
場
を
い
た
だ
き
、

賑
わ
い
の
中
に
こ
こ
ろ
の
ふ
れ
あ
う
楽
し
い

一
日
と
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
地
域
の
絆
を
確
か
め
合
う
機

会
と
し
て
継
続
し
「
ふ
れ
あ
い
巴
ま
っ
り
」

約
3
5
0
食
m
の
「
徳
市
っ
－
」
農
園
」
に
植

え
た
さ
つ
ま
芋
を
、
1
0
月
2
4
日
　
（
月
）
分

校
児
童
8
名
と
長
寿
会
の
皆
さ
ん
が
一
緒
に

掘
り
ま
し
た
。

今
年
の
夏
は
適
当
に
雨
が
降
っ
た
お
陰
で

芋
は
大
豊
作
。
児
童
の
頭
ほ
ど
の
大
き
さ
も

あ
る
さ
つ
ま
芋
が
つ
ぎ
つ
き
と
掘
り
出
さ
れ

ま
す
。
児
童
が
土
を
掘
る
と
き
に
誤
っ
て
芋

に
傷
を
つ
け
た
と
き
は
、
長
寿
会
の
皆
さ
ん

が
優
し
く
掘
り
方
を
教
え
て
く
れ
ま
す
。
長

年
震
碁
会
の
皆
さ
ん
と
児
童
た
ち
が
丹
精
こ

め
て
作
っ
た
「
徳
市
っ
こ
農
園
」
も
今
年
で

終
り
で
す
。
最
後
に
全
員
で
記
念
写
真
を

撮
っ
て
楽
し
か
っ
た
分
校
生
活
の
思
い
出
の

一
ペ
ー
ジ
に
綴
じ
込
め
ま
し
た
。（

野
富
原
　
暢
）

祭
　
日
詰
み
－
。
壌
㌔
－
白
菊
I
I
i
∝
γ
日
日
訪
】
－
　
第
－
－
…
両
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敷
地
自
治
振
興
会
で
は
1
0
月
1
0
日

（
祝
）
今
年
2
回
目
の
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大

会
を
絶
好
の
ス
ポ
ー
ツ
日
和
、
秋
晴
れ
の
空

の
下
で
行
い
ま
し
た
。

参
加
者
は
2
3
名
で
3
ラ
ウ
ン
ド
廻
わ

り
、
気
持
ち
良
い
汗
を
か
き
な
が
ら
真
剣
に

プ
レ
ー
を
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

結
果
は
　
優
勝

2
位

3
位

お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。

大

上

一

別

吉
川
　
　
実

今
井
　
康
之

（
太
上
　
清
隆
）

高
く
澄
み
切
っ
た
青
空
が
広
が
る
1
0
月

1
0
日
（
体
育
の
日
）
。
青
少
年
育
成
吉
舎

町
民
会
議
で
は
、
吉
舎
町
自
治
振
興
連
合
会

と
共
催
で
「
ふ
る
さ
と
再
発
見
ウ
オ
ー
キ
ン

グ
」
を
行
い
ま
し
た
。
私
た
ち
の
住
む
街

「
ふ
る
さ
と
吉
舎
」
　
の
過
去
・
現
在
・
未
来

を
訪
ね
、
ク
イ
ズ
を
解
き
な
が
ら
楽
し
く
勉

強
し
て
歩
き
、
吉
舎
の
良
さ
を
再
発
見
し
よ

う
と
い
う
試
み
で
す
。

小
さ
な
お
子
さ
ん
連
れ
か
ら
人
生
の
ベ
テ

ラ
ン
ま
で
5
0
名
余
り
の
参
加
を
い
た
だ

き
、
期
待
に
胸
を
膨
ら
ま
せ
な
が
ら
生
涯
学

習
セ
ン
タ
ー
を
出
発
。
最
初
の
訪
問
先
は
吉

舎
町
の
「
過
去
」
を
語
る
日
影
飯
高
校
記
念

館
で
す
。
県
内
屈
指
の
歴
史
を
持
つ
日
影
館

高
校
の
創
立
時
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
や
奥
愛
次
郎

先
生
の
人
と
な
り
に
触
れ
、
「
伝
統
」
　
の
重

み
を
感
じ
た
時
「
　
）
し
た
。

次
に
訪
れ
た
の
は
、
吉
舎
町
の
「
現
在
」

カ
イ
ハ
ラ
産
業
㈱
吉
舎
工
場
で
す
。
世
界
の

デ
ニ
ム
生
地
の
4
0
％
を
産
み
出
す
広
大
な

工
場
内
。
生
産
工
程
を
追
っ
て
従
業
員
の
方

に
説
明
を
い
た
だ
き
な
が
ら
廻
り
ま
し
た
。

説
明
さ
れ
る
言
葉
の
端
々
に
モ
ノ
づ
く
り
の

こ
だ
わ
り
や
業
界
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
自

負
を
感
じ
ま
し
た
。

最
後
は
吉
舎
町
の
「
未
来
」
を
創
る
「
尾

道
松
江
線
」
海
田
原
稿
で
す
。
的
m
の
高

さ
か
ら
の
眺
め
は
、
絶
景
の
三
貴
。
吉
舎
の

街
並
み
が
箱
庭
の
よ
う
で
、
き
ら
き
ら
輝
く

瓦
が
将
来
の
夢
と
希
望
を
表
し
て
い
る
よ
う

で
し
た
。

各
会
場
で
の
皆
さ
ん
の
熱
心
な
質
問
に
煽

ら
れ
た
よ
う
に
暑
い
一
日
で
し
た
が
、
歩
き

な
が
ら
の
会
話
も
弾
み
、
全
員
で
元
気
に

ゴ
ー
ル
で
き
ま
し
た
。

（
掛
田
　
勝
彦
）

こ
の
展
覧
会
は
、
日
本
画
、
洋
画
、
彫

刻
、
工
芸
美
術
、
書
の
5
部
門
か
ら
な
る
総

合
展
で
す
。

見
る
人
に
毎
回
深
い
感
動
を
与
え
る
本
展

で
は
、
歴
史
と
伝
統
を
誇
る
日
展
で
活
躍
す

る
作
家
の
魅
力
あ
ふ
れ
る
意
欲
作
が
並
び
ま

す
。
家
族
そ
ろ
っ
て
ご
来
館
く
だ
さ
い
。

1
期
間
　
日
月
鳩
目
　
（
火
）
　
～

1
2
月
日
日
　
（
日
）

午
前
1
0
時
～
午
後
5
時

月
曜
日
は
休
館

2
主
催
・
場
所

美
術
館
あ
ー
と
あ
い
・
き
さ

（
三
次
市
吉
舎
町
吉
舎
5
4
6
－
1
）

3

入

館

料

一

般

　

　

　

　

四

百

円

6
5
歳
以
上
　
　
　
三
百
円

高

校

生

　

　

　

　

二

百

円

※
中
学
生
以
下
及
び
障
害
者
手
帳
な
ど

所
持
者
及
び
介
助
者
は
無
料
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被　爆　ピ　ア　ノ 

平和コシザー［in吉舎 

平成23年IlRi9日（土）I3時半間唱14時間演

プログラム
第1部　　ピアノライブ　等

・ピアノ演奏　　向井　理佐美

エリザベト音楽大学器楽科ピアノコース卒業

被爆ピアノニューヨークコンサート（2010年）出演等
・声楽（歌）　エ西　美穂

広島文化女子短期大学音楽学科声楽科卒業
NYカーネギーリサイタルホールにてリサイタル出演等

第2部　　吉舎町民の方による演奏予定者
1．寺田　愛　　（吉舎小学校3年生）

2．原田　朋香　（吉舎小学校3年生）

3．堀江　真実　（吉舎小学校3年生）

4．田原　楓　　（吉舎小学校5年生）

5，田原　凌祐　（日影館高校1年生）

6．上本　美香

7．不二川　演恵

8．コーラス：明覚寺臨川合唱団　（伴奏：不二川　演恵）

◎質を下さい（歌：会場全員　伴奏：向井　理佐美）
※司会進行　藤村　恵子：上本　美香

会　　　場　　　吉舎生涯学習センターホール　　入場無料

主　　　催　　　吉舎町自治振興連合会（きさ楽生塾）

お聞合せ先　　　　　43－7272

∠毛籠轟 ‘（hii熊詳 

曇＝／ 

一　腰　良　運　転　者　表　彰　申　請　　受　付　中　一

無　事　故　無　違　反　の　優　良　運　転　者　を　表　彰　し　ま　す．

轟膨種別

○三次変種安全協会長表彰
5年以上、10年以上、15年以上

○広さ撮衰運安全協会長表彰

20年以上

○広さ接着真本部長
・広島県交通安全協会最　連名真影

25年以上、30年以上、35年以上、40年以上

提出書類

①義軍敵意違反堰調書（原本）
※旺閣申請書は生涯学田センターにあります．

②SDカード・三次交通安全協会会員圃
・象畔堰の写し

提出先・問い合せ
三次交通安全協会吉舎支部

（富合面目治績興連合会常43－7272）
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軸ん鯵で考えよう吉舎の地産地消色食育

子の17　山の芋の収穫が蛤書目ます。

吉舎町の特産品に「山の芋」があります。吉舎町の
山の芋は丸くごつごつしていて粘りが強いのが特徴です。

春（4月～5月）に芋を植え、約8ケ月かけて大きくなります。

山の芋は栄養的には主成分が炭水化物で、でんぷんを多く含みます。

山の芋のヌルヌルした粘り気のもとはムチンという成分です。
ムチンは胃壁の粘膜を保護し、たんばく質を効率よく消化吸収させる

働きがあります。また、山の芋は食物繊維が豊富で、大腸がんの予防や

便秘の解消にも効果があります。
現在、吉舎町では12軒の農家で栽培され、年間12トンの収穫量が

あります。主に贈答用として出荷され、高い評価を得ています。

課傍囲胞第三畠田　学校鎗食の山の芋を使った料霞を紹介します。

山の手とさつまいものサラダ

！材　料　　　　　4人分 

山の芋 �100g 

さつまいも �100g 

にんじん �15g 

きゅうり �1本 

ハム �2枚 

サラダ用スパゲティ �20g 

マヨネーズ �50g 

山の手コロッケ

材　　料　　　　　　　4人分 

山の芋 �120g 

じゃがいも �120g 

たまねぎ �60g 

合びきミンチ �100g 

塩 �2g 

こしょう �少々 

さとう �小さじ1 

薄口醤油 �小さじ1 

「小麦粉 �30g 

卵 �1個 

」パン粉 �40g 

揚げ油 � 

作り方
①山の芋とさつまいもは皮をむき、1cm
角に切り、にんじんは千切りにし、ゆで
て冷ましておく。

②きゅうりは輪切りにし、塩でもんでお
く。しんなりしたらしぼる。

③ハムは短冊に切り、ゆでて冷ます。
④スパゲティはゆでて、冷水にさらして
水をきる。

⑤①～④の材料をマヨネーズで和えて、
できあがり。

作り方
①山の芋とじゃがいもは皮をむき、ゆで
て荒くつぶす。

②たまねぎはみじん切りにする。

③フライパンに油をひき、合びきミン
チ、たまねぎを炒め、塩、こしょう、さ
とう、薄口醤油で味を付ける。

④①に③を入れて混ぜ、4つに分け小判型
に形を整える。

⑤④に小麦粉、溶き卵、パン粉を付け、

－ 

子衛彰窃筒琶契瓢 

給食例 

ごほん、魚のマリネ、 

山の芋とさつまいものサラダ、 

けんちん汁 

給食例 

ごほん、山の芋コロッケ、 

ちんけんさいのごま酢あえ、 

みそ汁 

rl 日　韓寧 

油で揚 �げて、できあがり。 �＼　一 （ 

加熱する調理方法の場合、山 � 
の芋を50－60℃のお湯に2分 � 

つけてから皮をむくと、むき � 

やすくなります。 �⊂二⊃ 

他に山の芋を使ったメニューとして、山の手こはん、

かりかりがんも、山の芋グラタン、山の手ゼリーなどがあります。

（吉舎学校給食共同調理場）
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い　第32号

寵薄昌雛謁鰯詔掘閻
11月の新着図書案内（9月21日～10月釦日受け入れ分）

一鰻重

新聞紙で遊ぼう！「雨の日だってへっちゃら！」　熊丸　みつ子／善　く子育て〉
18歳からはじめる民法　　　潮見　佳男／続　く民法〉

甲状腺の病気最新治療　　　伊藤　公一／監修　く健康〉

定年前に知らないと困るお金きぽん　　　くお金〉

育犬ビビ日記　　　ふじい　まきこ／善くペット〉

向田邦子の陽射し　　大田　光／善　く向田邦子〉

マスカレード・ホテル　　東野　主君／善く小説〉

おまえさん上・下　　宮部　みゆき／善く小説〉

上機嫌の才能　　　田辺　聖子／善くエッセー〉

百歳　　　　　　柴田　トヨ／善く詩〉

など、34　冊

児童書

トミカ超図鑑　　　くのりもの〉

ABCのぽん　　堀内　誠一／絵〈えいこ〉

友だち幻想　　菅野　に／善くともたちかんけい〉

地球をほる　　　　　　IiI端　誠／作くえぽん〉

ピーんち－んか－ん　　武田　美穂／作くえぽん〉

こほんのとも　　　苅田　澄子／文　わたなべ　あや／絵くえほん〉

じゃがいも畑　　カレン・ヘス／文　ウエンデイ・ワトソン／絵〈えほん〉

黒魔女さんが通る！！シリーズ　　　　　　石崎　洋司／作〈よみもの〉

おばあちゃんのおはぎ　　　野村　たかあき／作くねんちゅうぎょうじ〉

名探偵コナン理科ファイル動物の秘密　　鷺山　剛昌／原作くどうふっ〉

など　41冊

※貸出中の場合は予約もできます．どうそこ利用ください。

平成23年11月10日

′i ！読手阜お I 子 ．●‘f′／ �ぼけが＼ 昔 �掌望 ＼＼ 〕 1 

看臆8m国芸霊園園脈喜 、一言 � ��一一∵ �∴　　∴　∴珊さ表書き 

高／諒劇幽畠∴！ （ ！ヽ 

鱈舵誓誓l撃　　　網棚臣－ � � ��症／蒜 ／弱 �玉÷ 1 く 

憲　　優秀な僻として次の方の作品が選はれました。蟹　」話繭出隷 ��∴ヽ i �、新 ��� 

竃　図書館質（一般の部）中村富来さん　　　　藍 � �� 
黛　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　然 �洋 

鷲　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　可読∵烹　‾芋 ��� � ��∴丁∴㍉∴ ：＿〇十、 

議　　長鵬弥さん醐青くん小皿嘉さん欝‖　‘ �� � �� 

綻 � �∴∵ � �　酸墨 　∴：○○ ／一∴ヽ－、†▲／ 　＋、ヽ千千 ∴∴∴∴一子 

欝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　態　　も 

薫　受賞作品の巡回展示も予定しています．　　　　陣l 

ー∴ 

言海 

今月のひとこと � � � � � � 5 i i ∃ i i i ！ i i 」 �輯撤出納撤珊舶榔糖批抽珊抽珊鞠慨軸も ☆☆☆おはなし棚☆☆☆竃 とき11月9日（水）篭 

「何かを覚えようとする時に、すぐにできてしまう人と、できるま 

でに時間がかかってしまう人がいます。でも、そのことには何の問 

題もありません。成長は、人と競い合うものではないのです。時間 ��テーマふしぎ ところ吉舎図 次回は12月14 箪群峰鵜甚髄珊 ����10時30分一 書館絵本コーナー篭 なことば 白く水）の予定です。篭 ．怠 惰鶴珊峰珊皐苗‡軸チ’ 

がかかる時は、焦らずに時間をかけてやり遂げればよいのです。 

少しずつでいい。昨日より今日、今日より明日・・・少しずつ自分が成 

長していくことに意義と喜びを感じることこそが大切なのです。」 

～「キミはもっと速く走れる！」近藤隆夫／著より′） し　／∴今 

‾｝三次高富合田書館　お問合せ常43－4513（FAX葉）
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総 　∠ゝ 　口 　窓 　巳里親∴呈 （毎ン 、素描棚吊壇 弱鞘嵩瀧「誰亘∴韓 　3 を合曜　6 ��引場毎 00き○○新月 仔成取三三・ 嘉詰奉呈最綿雪・ （仔（成数支役． 聖を里を料所所第；▼ 三三三三三三三 ヽ＿ノ） 

：馨輩三三三繋三三…三 
一参鳩500円　　農　日　書　　　　　　　　　亨 

きさまること日程表　2011年11月～2011年12月■ 
11月13日（日）9：00－ �ふれ愛まつり八幡 �八幡小学校 

11月16日（水）7：00－ �吉舎楽生壁　修学旅行 �宮島 

11月17日（木）19：00～ �三次市議会　議会報告会 �吉舎生涯学習センター 

11月18日（金）13：00～ �紅葉茶会 �正典寺 

11月19日（土）14：00～ �吉舎楽生壁　被爆ピアノ平和コンサート �吉舎生涯学習センター 

11月20日（日）8：00－ �吉舎一斉清掃 �吉舎コミュニティセンター 

月20日（日）9‥00～ �楽しく歩こう会（大楽寺） �集合：敷地片野力組集会所 

11月25日（金）13：00～ �吉舎楽生壁（クラブ活動・終了式） �吉舎生涯学習センター 

11月26日（土） �吉舎給食サービス �吉舎地区 

11月27日（日）9：30－ �とみしの里でうどんを食べようウオーキング �集合：安田コミュニティセンター 

11月30日（水）10：00～ �本場韓国のキムチ漬け講習会 �中四字コミュニティセンター 

12月　2日（金）13：30～ �干支折り紙講習会 �吉舎生涯学習センター 

12月　4日（日） �安田給食サービス �安田地区 

12月　4日（日）8：30－ �JR備後安田駅清掃活動 �JR備後安田駅 

12月11日（日）9：35～ �しめなわ作り講座 �八幡小学校 

12月11日（日）10：00～ �徳市ふれあいセンター祭り �徳市ふれあいセンター 

発行・編集／『まるごときんさい』編集委員会吉舎町自治振興連合会三次高言合印吉舎718番地1軍結・FAX：43－7272
三次市吉舎支所　　　三次市吉舎町吉舎368番地　電話：43－3112FAX：43－3062
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